
は

じ

め

に

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
麒
麟
や
獅
子
な
ど
の
他
の
霊
獣
と
さ
れ
て
き
た
狩
野
探
幽

「
飛
禽
走
獣
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
白
色
獣
（
図
１
）、
日
光
東
照
宮

の
白
色
獣
（
図
２
、
３
）、
鵜
川
常
雲
「
金
地
唐
獅
子
図
屛
風
」（
弘
前
市
立
博
物

館
蔵
）
右
隻
の
白
色
獣
（
図
４
）
が
、
白
澤
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
一
七
世
紀
の
狩
野
派
に
、
白
澤
の
図
像
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
き

た
の
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

白
澤
は
中
国
で
創
出
さ
れ
、
朝
鮮
・
日
本
・
琉
球
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
の
各
地

に
伝
播
し
、
受
容
さ
れ
て
き
た
神
獣
で
あ
る
。
中
国
の
神
話
や
伝
説
に
登
場
し
、

伝
説
上
の
帝
王
で
あ
る
黄
帝
の
前
に
姿
を
現
し
、
様
々
な
鬼
神
に
つ
い
て
語
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
黄
帝
は
白
澤
の
言
葉
を
も
と
に
『
白
澤
図
』
を
作
ら
せ
、
鬼
神

（
�
）

の
害
を
除
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
白
澤
は
黄
帝
の
よ
う
な
「
徳
の
あ
る
王

一
七
世
紀
狩
野
派
の
白
澤
図
像

岡

部

美
沙
子

図 1 「飛禽走獣図巻」

図 2 日光東照宮拝殿杉戸

図 3 日光東照宮拝殿杉戸
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者
の
前
に
出
現
す
る
神
獣
」
と
し
て
、
あ
る
い
は
鬼
神
の
害
を
避
け
る
「
辟
邪
の

（
�
）

獣
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

中
国
の
文
献
で
白
澤
の
姿
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
に
は
、『
元
史
』
巻
七
九
輿

服
志
二
の
「
虎
首
朱
髪
、
而
有
角
龍
身
」
と
い
う
記
述
や
、『
三
才
図
会
』
の

「
白
澤
形
、
龍
首
綠
髪
、
戴
角
四
足
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
中
国
で
は
虎
首
龍

（
�
）

身
の
姿
の
も
の
と
、
龍
首
獣
身
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
三
才
図
会
』

の
龍
首
獣
身
の
白
澤
（
図
５
）
は
、
有
爪
の
脚
を
し
た
獅
子
の
よ
う
な
肉
食
動
物

の
姿
で
あ
り
、「
獣
身
」
と
い
う
言
葉
が
指
す
の
は
、
獅
子
の
よ
う
な
肉
食
動
物

で
あ
っ
て
、
蹄
を
持
つ
草
食
動
物
で
は
な
い
。

一
方
、
日
本
の
白
澤
図
像
は
、
一
色
直
朝
（
？
│
一
五
九
七
）『
月
庵
酔
醒
記
』

に
「
白
沢
は
、
人
面
身
獣
に
し
て
如
牛
。
世
人
は
悪
夢
を
食
様
に
い
へ
ど
も
、
一

切
物
怪
を
避
け
る
と
云
。
七
声
を
念
ず
れ
ば
災
禍
悉
消
滅
云
々
。『
伝
燈
録
』
在

（
�
）

之
。
七
声
は
、
弥
陀
名
号
七
反
唱
事
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
人
面
牛
身
の
姿
で

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
一
色
直
朝
は
室
町
時
代
か
ら
桃
山
時
代
に
か
け
て
関
東
を
基

図 4 鵜川常雲「金地唐獅子図屏風」右隻

図 5 『三才図会』白澤
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白
澤

泉
望
山
有
澤
獣

者
一
名
日
白
澤

能
言
語
王
者
有

徳
明
照
幽
遠
則

至
昔
黄
帝
巡
狩

至
墨
海
此
獣
有

言
烏
時
除
害



盤
に
活
躍
し
た
武
将
で
あ
り
、
古
河
公
方
に
仕
え
る
か
た
わ
ら
、
武
人
画
家
と
し

て
作
品
を
残
し
て
い
る
。『
月
庵
酔
醒
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
人
面
牛
身

図
像
が
、
現
在
日
本
に
残
さ
れ
て
い
る
白
澤
の
図
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
に
も
龍
首
獣
身
系
統
の
、
獅
子
に
似
た
姿
（
以
下
獅
子
型
と
す
る
）
の
図

像
が
残
さ
れ
て
お
り
、
一
七
世
紀
の
狩
野
派
も
ま
た
白
澤
を
獅
子
型
の
姿
で
描
い

て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
、
人
面
牛
身
の
白
澤
は
寺
社
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
旅
行

（
�
）

の
お
守
り
や
病
除
け
の
お
守
り
と
し
て
広
ま
る
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
辟
邪

の
要
素
が
強
い
。
こ
れ
に
対
し
、
獅
子
型
の
白
澤
は
王
者
の
徳
を
象
徴
し
て
い
る

（
�
）

と
さ
れ
る
。

白
澤
は
想
像
上
の
動
物
で
あ
り
、
実
在
し
な
い
が
た
め
に
、
古
の
人
々
の
思
惟

・
思
想
を
反
映
し
て
作
ら
れ
た
姿
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
日
本
に
お

い
て
人
面
牛
身
の
白
澤
図
像
に
つ
い
て
は
獏
・
件
と
い
っ
た
他
の
獣
と
混
同
さ
れ

（
�
）

て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
人
面
牛
身
の
図
像
に
限
ら
ず
、
獅

子
型
の
白
澤
図
像
も
他
の
獣
と
混
同
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
狩
野
探
幽
「
飛
禽
走
獣
図
巻
」
の

白
色
の
獣
（
図
１
）
で
あ
る
。
河
野
元
昭
は
そ
の
白
色
獣
を
「
白
い
麒
麟
」
と
し

（
�
）

て
い
る
。
ま
た
、
日
光
東
照
宮
拝
殿
杉
戸
の
白
色
の
獣
（
図
２
、
３
）
は
、「
獅

（
�
）

（

）

子
」
と
す
る
も
の
や
「
獬
豸
（
か
い
ち
）」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、

鵜
川
常
雲
の
「
金
地
唐
獅
子
図
屛
風
」
右
隻
の
白
色
獣
（
図
４
）
も
「
唐
獅
子
」

（

）

と
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
こ
の
白
い
獣
が
白
澤
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
上

で
日
本
に
お
け
る
獅
子
型
の
白
澤
の
受
容
を
、
狩
野
派
を
事
例
と
し
て
考
察
し
た

い
。先

行
研
究
で
狩
野
派
の
獅
子
型
白
澤
が
他
の
動
物
と
混
同
さ
れ
た
理
由
と
し
て

は
、
図
に
何
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
か
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
動
物
図
像
の
分

類
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
狩
野
派

の
獅
子
・
麒
麟
・
獬
豸
の
図
像
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
狩
野
派
の
獅
子
型
白
澤

に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
、
両
者
の
図
像
の
特
徴
を
比
較
す
る
。
そ
の
上
で
、
白

色
獣
と
比
較
し
、
白
色
獣
の
図
像
が
獅
子
・
麒
麟
・
獬
豸
と
は
異
な
っ
た
描
か
れ

方
を
し
て
い
る
こ
と
、
狩
野
派
の
獅
子
型
白
澤
図
像
と
共
通
の
特
徴
を
有
し
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
白
色
獣
が
白
澤
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
論
証
す
る
。

加
え
て
、
狩
野
探
幽
以
降
、
一
七
世
紀
の
狩
野
派
絵
師
た
ち
が
白
澤
を
ど
の
よ

う
に
表
現
し
、
受
容
し
て
き
た
の
か
を
考
察
す
る
。
特
に
、
狩
野
派
の
獅
子
型
白

澤
図
像
の
先
駆
け
と
も
い
え
る
、
日
光
東
照
宮
の
白
澤
を
描
い
た
狩
野
探
幽
が
、

そ
の
霊
獣
と
し
て
の
意
味
を
ど
う
理
解
し
、
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
か
に
つ
い

て
も
検
討
を
加
え
、
狩
野
派
の
白
澤
図
像
受
容
の
具
体
的
様
相
に
つ
い
て
も
論
述

し
た
い
。一

、
狩
野
派
の
麒
麟
・
獅
子
・
獬
豸
と
獅
子
型
白
澤

（
一
）
狩
野
派
の
麒
麟

問
題
と
な
る
白
色
獣
は
先
行
研
究
に
お
い
て
麒
麟
や
獅
子
、
獬
豸
と
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
が
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
の
画

題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
狩
野
派
が
描
い
た
獅
子
・
麒
麟
・
獬
豸
と
比
較

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
狩
野
派
の
そ
れ
ら
三
つ
の
獣
の
図
像
特
徴
を

ま
と
め
て
み
た
い
。

は
じ
め
に
、
狩
野
派
の
麒
麟
の
図
像
か
ら
見
て
い
く
。
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狩
野
探
幽
は
日

光
東
照
宮
拝
殿
に

麒
麟
（
図
６
）
を

（

）

描
い
て
い
る
。
ま

た
「
飛
禽
走
獣
図

巻
」
に
も
麒
麟
を

描
い
て
い
る
。

中
国
の
文
献

『
説
文
解
字
』
や

『
爾
雅
』
に
は

「

身
牛
尾
一
角
」

と
あ
り
、『
説
苑
』

も
「
麕
身
牛
尾
、

圎
頂
一
角
」
と
し

て
お
り
、
麒
麟
は

（
麕
）
の
体
に
一
角
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
脚
も
有
蹄
の
草
食
動
物
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、『
史
記
』
司
馬
相
如
列
伝
の
張
揖
注
に
は
「
雄
曰
麒
、
雌
曰
麟
。
其
状

身
、

牛
尾
、
狼
蹄
、
一
角
」
と
あ
り
、
草
食
動
物
で
は
な
い
脚
を
示
す
記
載
も
見
ら
れ

る
。
ま
た
、『
三
才
図
会
』
麒
麟
の
項
で
は
「
孫
郷
子
曰
（
中
略
）
麟
有
角
麒
似

麟
而
無
角
」
と
し
て
、
角
の
数
は
麒
・
麟
で
異
な
る
と
い
う
記
載
も
見
ら
れ
る
。

で
は
、
狩
野
派
の
麒
麟
図
像
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
探
幽
が
日
光
東

照
宮
に
描
い
た
麒
麟
は
、
一
角
に
草
食
動
物
の
脚
の
姿
で
あ
る
。
そ
の
他
、
狩
野

常
信
（
一
六
三
六
│
一
七
一
三
）
の
「
麒
麟
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や

「
舜
帝
弾
琴
図
・
桐
に
鳳
凰
図
・
唐
松
に
麒
麟
図
」（
東
京
・
西
新
井
大
師

總
持

（

）

寺
蔵
）
左
幅
、
狩
野
典
信
（
一
七
三
〇
│
九
〇
）
の
「
山
水
・
麒
麟
図
」（
妙
心

（

）

寺
聖
澤
院
蔵
）、
狩
野
昆
信
（
一
七
四
七
│
九
二
）
の
「
尭
帝
・
麒
麟
鳳
凰
図
」

（

）

（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
右
幅
、
木
村
探
元
（
一
六
七
九
│
一
七
六
七
）
の
「
松

（

）

に
麒
麟
の
図
」（
鹿
児
島
市
立
美
術
館
蔵
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
狩
野
派
の
麒

麟
図
像
の
特
徴
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

・
体
色
は
青
や
緑
が
多
く
、
斑
点
模
様
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

・
頭
部
に
一
角
が
あ
り
、
脚
は
細
長
く
蹄
を
も
つ
。

・
口
元
に
鯰
の
よ
う
な
髭
が
あ
る
。

・
体
か
ら
立
ち
昇
る
火
炎
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。

・
顔
が
面
長
で
、
首
が
馬
の
よ
う
に
比
較
的
長
い
。

・
首
の
前
部
に
蛇
腹
の
よ
う
な
複
数
の
線
が
描
か
れ
て
い
る
。

・
背
中
に
棘
の
よ
う
な
突
起
物
が
連
な
る
。

狩
野
派
の
麒
麟
の
体
色
は
緑
や
青
が
多
く
、
首
が
馬
の
よ
う
に
比
較
的
長
く
し

な
や
か
で
あ
り
、
馬
や
鹿
の
よ
う
な
草
食
獣
に
近
い
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
図
１
の
動
物
は
白
色
で
、
首
が
短
く
頭
が
胴
体
に
直
接
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
な

姿
を
し
て
お
り
、
狩
野
派
麒
麟
図
像
と
は
異
な
っ
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
狩
野
派
の
麒
麟
は
口
元
に
鯰
髭
が
あ
り
、
顎
の
下
か
ら
腹
に
か
け
て
の
首
の

前
部
に
、
蛇
腹
の
よ
う
な
線
が
複
数
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
図
１
に
は

こ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。
以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、「
飛
禽
走
獣
図
巻
」
の
白
色

獣
を
麒
麟
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
。

図 6 日光東照宮拝殿杉戸 麒麟
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（
二
）
狩
野
派
の
獅
子

狩
野
派
の
獅
子
図
像
と
し
て
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
狩
野
永
徳
の
「
唐
獅
子

図
屛
風
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
で
あ
る
。
圧
倒
的
な
迫
力
で
描
か
れ
た

勇
壮
な
二
頭
の
獅
子
は
、
桃
山
時
代
ば
か
り
で
な
く
狩
野
派
の
獅
子
図
の
代
表
で

（

）

あ
る
。
永
徳
の
唐
獅
子
の
体
色
は
明
・
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
集
解
の
記
載
に
も

（

）

合
致
す
る
茶
色
と
青
色
の
二
色
で
、
体
に
は
斑
点
状
の
模
様
が
あ
り
、
鬣
や
尾
も

巻
き
毛
に
な
っ
て
い
る
。

狩
野
探
幽
も
祖
父
永
徳
の
図
像
と
同
様
の
、
青
色
を
し
た
獅
子
を
「
飛
禽
走
獣

図
巻
」（
図
７
）
に
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
日
光
東
照
宮
拝
殿
に
も
唐
獅
子
と
さ

れ
る
図
が
あ
る
。
そ
の
他
の
狩
野
派
の
獅
子
・
唐
獅
子
の
図
と
し
て
は
、
狩
野
山

（

）

楽
（
一
五
五
九
│
一
六
三
五
）
の
「
唐
獅
子
図
屛
風
」（
京
都
・
本
法
寺
蔵
）
や
、

狩
野
常
信
の
「
唐

獅
子
図
屛
風
」

（
宮
内
庁
三
の
丸

（

）

尚
蔵
館
蔵
）、
及

び
「
牡
丹
に
唐
獅

（

）

子
図
」、
狩
野
典

信
の
唐
獅
子
図
屛

（

）
風
、
狩
野
養
信

（
一
七
九
六
│
一

八
四
六
）
の
「
唐

獅
子
・
牡
丹
図
」

（

）

中
幅
な
ど
が
あ

る
。
狩
野
派
の
獅

子
図
像
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
狩
野
派
の
獅
子
の
体
色
は
青
・
茶
・
緑
な
ど
が
あ
り
、
特
に
、
一
つ
の
画

面
に
二
頭
以
上
の
獅
子
が
い
る
場
合
、
そ
の
体
色
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
る
。

・
鬣
・
尾
の
色
と
体
色
が
異
な
る
色
で
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。

・
爪
の
生
え
た
肉
食
獣
の
脚
を
し
て
い
る
。

・
体
に
は
斑
点
状
の
模
様
が
あ
り
、
鬣
や
尾
も
巻
き
毛
に
な
っ
て
い
る
。

・
角
や
、
火
炎
の
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。

日
光
東
照
宮
拝
殿
の
白
色
獣
（
図
３
）
や
鵜
川
常
雲
「
金
地
唐
獅
子
図
屛
風
」

の
白
色
獣
（
図
４
）
は
獅
子
（
唐
獅
子
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
狩
野
派
の
獅
子
図

像
の
特
徴
か
ら
、
白
一
色
の
体
色
や
、
一
画
面
に
同
じ
白
色
の
獣
だ
け
を
複
数
配

す
る
と
い
う
表
現
は
、
狩
野
派
の
獅
子
図
像
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
図
２
、
３
、
４
の
頭
部
に
は
角
が
あ
り
、
火
炎
の
よ
う

な
も
の
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
白
色
獣
が
獅
子
で
は
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

（
三
）
狩
野
派
の
獬
豸

獬
豸
は
『
三
才
図
会
』
鳥
獣
巻
三
の
獬
豸
の
項
に
「
状
如
羊
一
角
四
足
」
と
あ

（

）

り
、
王
者
の
裁
き
が
公
平
で
あ
れ
ば
出
現
す
る
と
さ
れ
る
神
獣
と
さ
れ
て
い
る
。

日
光
東
照
宮
拝
殿
御
次
之
間
の
白
色
獣
（
図
２
、
３
）
を
高
藤
晴
俊
が
、「
飛

禽
走
獣
図
巻
」
の
白
色
獣
（
図
１
）
を
、
門
脇
む
つ
み
が
そ
れ
ぞ
れ
獬
豸
と
し
て

（

）

い
る
。
熊
澤
美
弓
も
高
藤
を
支
持
し
て
お
り
、
日
光
東
照
宮
の
白
色
獣
を
獬
豸
と

図 7 「飛禽走獣図巻」唐獅子
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し
た
上
で
拝
殿
の

祭
祀
空
間
に
つ
い

（

）

て
論
じ
て
い
る
。

図
２
、
３
の
白

色
獣
を
獬
豸
と
し

た
根
拠
と
し
て
、

高
藤
は
日
光
東
照

宮
拝
殿
に
描
か
れ

て
い
る
白
澤
（
図

８
）
と
は
異
な

り
、
鬣
が
巻
き
毛

で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
ま

た
高
藤
は
『
宝
暦

三
酉
年
御
宮
並
御

脇
堂
社
結
構
書
』（
以
下
『
結
構
書
』
と
す
る
）
の
記
載
に
つ
い
て
も
、
正
確
性

に
疑
問
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

『
結
構
書
』
は
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
か
ら
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
ま

で
の
宝
暦
の
修
理
の
際
に
、
幕
府
が
今
後
の
修
理
の
た
め
に
と
作
成
し
た
日
光
東

照
宮
建
築
の
記
録
で
、
寛
永
の
造
替
か
ら
時
代
が
下
る
も
の
の
、
日
光
東
照
宮
の

建
築
や
装
飾
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。『
結
構
書
』
拝
殿
の

項
に
は
、
将
軍
着
座
間
の
仕
切
り
の
杉
戸
に
は
麒
麟
を
、
法
親
王
着
座
間
の
仕
切

り
の
杉
戸
に
は
白
澤
を
描
き
、
同
じ
く
拝
殿
の
御
次
之
間
に
も
麒
麟
と
白
澤
を
描

い
た
こ
と
が
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
作
者
は
探
幽
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

一
、
御
拝
殿
境
御
杉
戸
弐
枚
鎌
手
仕
立
蠟
色
内
之
方
絵
牡
丹
唐
草
獅
子
岩
外
之

方
絵
竹
ニ
麒
麟
但
地
金
泥
塗

一
、
御
杉
戸
弐
枚
縁
同
断
内
之
方
絵

獅
子
牡
丹
岩

外
之
方
絵
白
澤
岩
唐
樹

狩
野
探
幽
筆
地
金
泥
塗

同
御
次
之
間

一
、
御
拝
殿
境
御
杉
戸
鎌
手
同
断
内
之
方
絵
滝
岩
牡
丹
唐
獅
子

外
之
方
絵
竹

麒
麟
狩
野
探
幽
筆

一
、
御
杉
戸
弐
枚
鎌
手
仕
立
蠟
色
内
之
方
絵

獅
子
牡
丹
岩
外
之
方
絵
白
澤
岩

（

）

唐
松
狩
野
探
幽
筆
但
シ
地
金
泥
塗

高
藤
は
『
結
構
書
』
の
「
同
（
西
着
座
間
）
御
次
之
間
」
の
御
杉
戸
の
絵
に
つ

い
て
の
記
載
が
、
部
屋
の
内
側
と
外
側
で
逆
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、『
結
構
書
』

の
内
容
の
正
確
性
に
疑
問
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
高
藤
が
指
摘
す

る
こ
の
「
同
（
西
着
座
間
）
御
次
之
間
」
の
記
載
部
分
に
は
「
獬
豸
」
と
い
う
言

葉
そ
の
も
の
が
な
く
、
む
し
ろ
白
澤
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
の
方
が
無
理
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
狩
野
派
の
獬
豸
図
像
は
他
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

管
見
の
限
り
、
狩
野
派
絵
師
に
よ
る
獬
豸
の
図
像
は
、
鶴
沢
派
（
狩
野
派
の
一

派
）
で
あ
る
橘
守
国
の
『
鳥
獣
毛
筆
画
譜
』、『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
』、『
絵
本
写

宝
袋
』（
図
９
）
の
三
点
の
み
で
あ
る
。
守
国
の
獬
豸
は
三
つ
の
資
料
そ
れ
ぞ
れ

で
異
な
っ
た
姿
を
し
て
お
り
、
獬
豸
図
像
は
型
が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る

図 8 日光東照宮拝殿杉戸 白澤
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を
得
な
い
。
敢
え
て
特
徴
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
獬
豸
の
顔
は
比
較
的
面
長
で
、

首
も
麒
麟
の
よ
う
に
長
い
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
日
光
東
照
宮
拝
殿
に
描
か
れ
た

白
色
獣
は
、
頭
部
が
獅
子
の
頭
部
の
よ
う
に
丸
く
、
胴
体
に
直
接
頭
部
が
付
い
て

い
る
よ
う
な
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
守
国
の
獬
豸
図
像
は
型
が
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
姿
だ
け
で
は
獬

豸
と
問
題
と
な
る
白
色
獣
を
、
別
の
も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
は
難
し
い
。
ま

た
、
狩
野
派
の
図
像
で
は
な
い
も
の
の
、
熊
澤
が
「
近
世
武
家
に
お
け
る
神
獣
白

澤
の
受
容
」
に
て
挙
げ
て
い
る
、「
新
板
絵
本
重
宝
記
」
の
獬
豸
の
図
は
、
確
か

に
日
光
東
照
宮
の
白
澤
に
良
く
似
て
い
る
。

し
か
し
、
日
光
東
照
宮
や
「
飛
禽
走
獣
図
巻
」
の
獣
の
体
色
が
い
ず
れ
も
「
白

色
で
あ
る
」
と
い
う
点
は
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
白
澤
は
そ
の
名
前
か

ら
、
当
時
の
絵
師
た
ち
に
白
色
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
、
後
述
す
る
「
十
二
霊
獣
図
巻
」
の
白
澤
の
よ
う
に
、
白
色
で
描
か
れ
た
事
例

（

）

が
確
認
で
き
る
。
一
方
、『
怪
奇
鳥
獣
図
巻
』
の
白
澤
の
よ
う
に
、
黒
み
が
か
っ

た
緑
色
の
体
色
を
し
た
も
の
も
あ
り
、
白
澤
は
、
全
て
が
白
色
で
描
か
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
『
怪
奇
鳥
獣
図
巻
』
の
白
澤
は
、
体
に
鱗
を
持
つ
龍
身

の
白
澤
で
あ
り
、
狩
野
派
が
描
い
た
獅
子
型
の
白
澤
で
は
な
い
。
狩
野
派
の
獅
子

型
白
澤
は
す
べ
て
白
色
で
描
か
れ
て
お
り
、
白
色
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
獬
豸
が
白
色
で
あ
る
と
い
う
資
料
は
確

認
で
き
ず
、
も
し
仮
に
日
光
東
照
宮
拝
殿
の
白
色
獣
が
獬
豸
で
あ
る
な
ら
、
な
ぜ

獬
豸
を
白
色
で
描
い
た
の
か
、
そ
の
説
明
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
獬
豸
の
体
色
の
参
考
と
し
て
、
原
在
中
（
一
七
五
〇
│
一
八
三
七
）
の

獬
豸
を
上
げ
て
み
た
い
。
在
中
の
獬
豸
は
東
照
宮
造
営
よ
り
も
時
代
が
下
る
も
の

の
、
獬
豸
の
体
色
を
う
か
が
い
知
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

京
都
東
山
の
霊
鑑
寺
が
所
蔵
す
る
、
原
在
中
・
在
明
「
獣
魚
絵
合
わ
せ
か
る

た
」
に
は
、
在
中
の
描
い
た
獬
豸
の
絵
札
（
図

）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
絵

図 9 『絵本写宝袋』獬豸

図 10 「獣魚絵合わせかるた」獬豸
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札
の
獬
豸
の
体
色
は
緑
が
か
っ
て
お
り
、
白
色
で
は
な
い
。
在
中
は
鶴
澤
派
（
狩

野
派
の
一
派
）
の
石
田
幽
汀
に
学
ん
だ
と
す
る
説
も
あ
り
、
一
家
を
な
す
ほ
ど
の

絵
師
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
が
、
在
中
は
か
る
た
の
絵
札
の
一
つ
と
し
て
、
白
澤

の
別
名
と
さ
れ
る
「
澤
獣
」
を
白
色
で
描
い
て
お
り
、
在
中
が
獬
豸
と
白
澤
（
澤

獣
）
を
全
く
別
の
図
像
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
白
色
で
描

か
れ
た
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
も
、
図
２
、
３
の
獣
は
獬
豸
で
は
な
く
、
や
は
り

白
澤
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
獅
子
型
の
白
澤
図
像
と
そ
の
特
徴

日
本
の
図
像
で
は
「
十
二
霊
獣
図
巻
」
に
描
か
れ
た
白
澤
（
図

）
が
、
獅
子

（

）

型
白
澤
図
像
の
中
で
も
制
作
年
代
が
古
い
資
料
で
あ
る
。「
十
二
霊
獣
図
巻
」
の

白
澤
は
『
三
才
図
会
』
の
そ
れ
に
よ
く
似
た
形
態
で
あ
り
、
頭
部
に
角
が
二
本
あ

る
白
色
の
獅
子
に
似
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四

肢
か
ら
赤
色
の
火
炎
の
よ
う
な
も
の
が
立
ち
昇
っ
て
い

（

）
る
。狩

野
派
の
獅
子
型
白
澤
図
像
で
は
、
管
見
の
限
り
日
光

東
照
宮
の
狩
野
探
幽
の
白
澤
の
図
（
図
８
）
が
最
も
古

く
、
一
六
三
六
年
と
制
作
年
代
が
判
明
し
て
お
り
、
前
述

の
『
結
構
書
』
の
記
載
よ
り
、
白
澤
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。
こ
の
図
像
は
日
光
東
照
宮
拝
殿
の
法
親
王
着

座
間
杉
戸
に
描
か
れ
、
同
じ
く
拝
殿
の
将
軍
着
座
間
の
杉

戸
に
描
か
れ
た
「
麒
麟
図
」
と
対
を
為
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
杉
戸
の
白
澤
は
背
を
丸
め
て
蹲
っ
た
姿
勢
で
描

か
れ
て
お
り
、
顔
の
下
か
ら
前
足
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
頭

部
に
は
二
本
の
角
が
生

え
、
体
の
両
脇
か
ら
は
火

炎
の
よ
う
な
も
の
が
立
ち

昇
り
、
体
色
は
鬣
か
ら
尾

ま
で
す
べ
て
白
色
で
あ

る
。こ

の
探
幽
の
図
像
を
受

け
継
い
で
い
る
の
が
、
探

幽
の
弟
・
尚
信
（
一
六
〇

七
│
五
〇
）
が
描
い
た

「
白
澤
之
図
」（
図

）
で

あ
る
。
長
野
県
の
真
田
宝

図 12 狩野尚信「白澤之図」

図 11 「十二霊獣図巻」白澤

― ８ ―

朴．＂
r
＂
‘"Ifiil

9
ふ

・£
わ
占

0

。
A
d
令
中
d



物
館
が
所
蔵
す
る
尚
信
の
「
白
澤
之
図
」
は
、
も
と
も
と
六
枚
の
ま
く
り
の
状
態

で
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
を
昭
和
六
一
年
に
六
曲
一
隻
の
屛
風
に
仕
立
て
た
も
の

で
あ
る
。
尚
信
の
白
澤
は
墨
書
や
箱
書
き
な
ど
が
な
い
が
、
日
光
東
照
宮
の
白
澤

同
様
、
白
色
の
獅
子
の
よ
う
な
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
日
光
東
照
宮
の
探
幽
の
白

澤
と
は
姿
勢
が
異
な
り
、
四
肢
で
力
強
く
立
ち
、
左
上
を
睥
睨
し
て
い
る
よ
う

な
、
迫
力
の
あ
る
図
に
な
っ
て
い
る
。
白
一
色
の
体
色
や
、
脚
部
か
ら
火
炎
の
よ

う
な
も
の
が
立
ち
昇
る
部
分
は
、
探
幽
の
白
澤
図
像
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、
細

部
に
注
目
し
て
み
る
と
、
鼻
や
口
の
形
が
探
幽
の
白
澤
（
図
８
）
に
よ
く
似
て
お

り
、
口
元
に
猫
の
よ
う
な
髭
が
描
き
こ
ま
れ
る
な
ど
、
探
幽
の
白
澤
図
像
の
影
響

を
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
、
探
幽
の
そ
れ
（
図
８
）
が
人
面
に
も
近
い
顔
つ
き
で

（

）

あ
る
の
に
対
し
、
尚
信
の
白
澤
は
よ
り
獅
子
的
な
容
貌
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

屛
風
に
描
か
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
東
京
藝
術
大
学
が
所
蔵
す
る
白
澤
の
屛
風

が
あ
る
。
東
京
藝
術
大
学
蔵
「
唐
獅
子
・
白
澤
図
屛
風
」
の
右
隻
（
図

）
に

は
、
探
幽
・
尚
信
の
白
澤
と
同
じ
、
白
色
の
獅
子
の
よ
う
な
姿
を
し
た
白
澤
が
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
唐
獅
子
・
白
澤
図
屛
風
」
の
制
作
者
は
不
明
で
あ
る
が
、

（

）

一
七
世
紀
に
狩
野
派
の
絵
師
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
左
隻
に
は
三
頭
の
唐

獅
子
が
描
か
れ
、
そ
れ
と
対
に
な
る
よ
う
に
、
右
隻
に
は
三
頭
の
白
澤
が
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
た
姿
態
で
配
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
の
角
は
一
本
に
な
り
、
顔
も
ど
こ

か
愛
嬌
が
あ
る
。
探
幽
・
尚
信
の
図
の
よ
う
な
迫
力
は
失
わ
れ
、
代
わ
り
に
群
れ

を
な
し
て
戯
れ
る
よ
う
な
愛
ら
し
さ
を
感
じ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

探
幽
の
図
像
は
、
白
澤
が
自
然
の
中
に
い
る
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
景

物
が
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
尚
信
の
図
像
は
白
澤
の
足
元
に
地
面
を
描
き
、
そ

こ
に
生
え
る
笹
も
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
探
幽
・
尚
信
の
図
像
は
、
そ
う
し
た
山

中
に
白
澤
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
を
見
る
者
に
想
起
さ
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
東

京
藝
術
大
学
の
白
澤
図
の

構
図
は
、
普
段
目
に
す
る

こ
と
の
な
い
霊
獣
が
群
れ

な
す
光
景
そ
の
も
の
を
楽

し
む
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
の
か
、
背
景
・
景
物
を

描
い
て
い
な
い
。

狩
野
派
の
獅
子
型
の
白

澤
は
、
障
壁
画
や
屛
風
絵

な
ど
室
内
装
飾
と
し
て
鑑

賞
す
る
た
め
の
大
画
面
に

描
か
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
そ
の
一
方
で
巻
物
に

描
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。

細
川
有
孝
（
一
六
七
六
│

一
七
三
三
）
の
「
諸
獣

図
」
は
、
そ
う
し
た
絵
巻

物
の
一
つ
で
、
白
澤
が
他

の
動
物
と
と
も
に
描
か
れ

（

）

て
い
る
。
門
脇
む
つ
み
は

「
細
川
有
孝
は
肥
後
宇
土

藩
二
代
藩
主
で
あ
り
、
狩

野
派
の
画
家
で
は
な
い

が
、
そ
の
身
分
か
ら
み
て

図 13 東京藝術大学蔵「唐獅子・白澤図屏風」
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狩
野
派
に
学
び
、
そ
の
手
本
を
寫
し
て
本
図
を
制
作
し
た
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
」

と
し
て
い
る
。「
諸
獣
図
」
の
白
澤
は
、
図
８
の
日
光
東
照
宮
の
白
澤
の
図
を
左

右
反
転
さ
せ
た
よ
う
な
形
で
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
体
を
ま
る
め
て
蹲
っ
て
い

る
姿
や
、
体
の
両
脇
か
ら
火
炎
の
よ
う
な
も
の
が
立
ち
昇
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

れ
ば
、
細
川
有
孝
が
日
光
東
照
宮
の
探
幽
の
白
澤
図
像
を
受
け
継
い
で
い
る
の
は

確
か
だ
。
し
か
し
、
細
部
に
着
目
し
て
み
る
と
、
尾
は
巻
き
毛
に
変
化
し
て
お

り
、
直
模
的
な
も
の
で
は
な
く
、
間
に
他
の
粉
本
等
を
挟
ん
で
い
る
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。「
諸
獣
図
」
は
、
現
在
は
永
青
文
庫
が
所
蔵
す
る
も
の
と
、
熊
本
県
宇

土
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
諸
獣

図
」
の
白
澤
と
同
じ
形
態
を
持
っ
て
い
る
の
が
、
狩
野
芳
崖
（
一
八
二
八
│
一
八

（

）

八
八
）
の
「
動
物
百
態
図
巻
」（
個
人
蔵
）
の
白
澤
で
あ
る
。
芳
崖
の
「
動
物
百

態
図
巻
」
は
、
描
か
れ
て
い
る
動
物
の
種
類
・
順
番
・
動
物
の
姿
か
た
ち
や
体
勢

な
ど
が
細
川
有
孝
の
「
諸
獣
図
」
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
そ
の
た
め
、
門
脇
は
「
動

物
百
態
図
巻
」
の
よ
う
な
複
数
の
動
物
を
描
い
た
粉
本
が
狩
野
派
に
存
在
し
て
い

た
と
推
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
先
ほ
ど
獬
豸
の
と
こ
ろ
で
も
取
り
上
げ
た
橘
守
国
の
『
絵
本
写
宝
袋
』

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
澤
獣
（
図

）
や
、
同
じ
く
守
国
の
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』
の

白
澤
（
図

）
も
あ
る
。『
絵
本
写
宝
袋
』
で
は
名
前
が
「
澤
獣
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
『
三
才
図
会
』
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
白
澤
の
別
名

で
あ
る
。
澤
獣
の
体
色
に
つ
い
て
も
、
前
掲
の
原
在
中
「
獣
魚
絵
合
わ
せ
か
る

た
」
の
絵
札
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

「
獣
魚
絵
合
わ
せ
か
る
た
」
の
澤
獣
（
図

）
は
、『
絵
本
写
宝
袋
』
の
澤
獣
同

様
、
頭
部
の
角
は
一
本
で
、
体
か
ら
赤
い
火
炎
を
立
ち
昇
ら
せ
お
り
、
そ
の
体
色

は
白
一
色
で
あ
る
。『
絵
本
写
宝
袋
』
の
澤
獣
の
、
背
後
を
見
返
る
よ
う
な
姿
は
、

図 15 『唐土訓蒙図彙』白澤 図 14 『絵本写宝袋』澤獣
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日
光
東
照
宮
の
白
色
獣
（
図
２
）
に
近
似
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
図
２
が
澤
獣
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。

以
上
、
狩
野
派
の
獅
子
型
白
澤
図
像
を
見
て
き
た
が
、
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
獅
子
に
似
た
姿
で
、
首
ま
わ
り
に
鬣
が
あ
る
。

・
爪
の
生
え
た
肉
食
獣
の
手
足
を
し
て
い
る
。

・
体
色
が
白
色
（
鬣
、
体
毛
と
も
に
白
色
）。

・
頭
部
に
一
本
ま
た
は
二
本
の
角
が
生
え
て
い
る
。

・
体
か
ら
赤
い
火
炎
の
よ
う
な
も
の
が
立
ち
上
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
狩
野
尚
信
筆
「
白
澤
之
図
」
や
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
の
「
唐
獅
子
・

白
澤
図
屛
風
」
の
白
澤
に
は
背
か
ら
脇
腹
に
か
け
て
、
肋
骨
の
よ
う
な
筋
が
見
て

取
れ
る
。
こ
れ
は
『
三
才
図
会
』
の
白
澤
の
図
像
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
十
二
霊
獣
図
巻
」
の
白
澤
と
狩
野
派
の
白
澤
を
比
較
し
て
み
る
と
、
上
記

の
五
つ
の
特
徴
が
両
者
と
も
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
十
二
霊
獣
図
巻
」

の
白
澤
と
狩
野
派
の
白
澤
は
同
じ
系
統
に
位
置
付
け
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
五
つ

の
特
徴
が
「
飛
禽
走
獣
図
巻
」
の
白
色
獣
（
図
１
）、
日
光
東
照
宮
の
白
色
獣

（
図
２
、
３
）、
鵜
川
常
雲
「
金
地
唐
獅
子
図
屛
風
」
右
隻
の
白
色
獣
（
図
４
）
に

も
合
致
す
る
。
そ
の
た
め
、
や
は
り
こ
れ
ら
の
白
色
獣
は
白
澤
を
描
い
た
も
の
と

判
断
で
き
る
。

白
澤
の
角
に
つ
い
て
は
前
掲
の
『
元
史
』
や
『
三
才
図
会
』
等
の
資
料
に
「
有

角
」
と
だ
け
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
本
数
に
つ
い
て
は
指
定
が
無
い
。
そ
の
た

め
、
白
澤
に
は
一
角
や
二
角
の
も
の
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
く
、
ま
た
、
鬣
が

直
毛
か
巻
き
毛
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
も
、
狩
野
派
の
獅
子
型
白
澤
図
像
で
は

（

）

両
者
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

獬
豸
と
さ
れ
て
い
る
「
飛
禽
走
獣
図
巻
」
の
白
色
獣
に
つ
い
て
さ
ら
に
み
て
い

く
と
、
探
幽
は
一
六
〇
九
年
に
中
国
で
出
版
さ
れ
た
『
三
才
図
会
』（
図
５
）
や
、

一
六
世
紀
中
葉
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
「
十
二
霊
獣
図
巻
」（
図

）
の
よ
う
な

資
料
の
特
徴
、
例
え
ば
白
澤
の
体
勢
や
体
色
の
他
、
口
を
開
き
牙
や
舌
を
覗
か
せ

る
口
元
の
表
現
や
、
前
後
両
足
か
ら
立
ち
昇
る
火
炎
の
表
現
、
脇
腹
の
肋
骨
を
示

す
よ
う
な
線
の
表
現
な
ど
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
飛
禽
走
獣
図

巻
」
の
白
色
獣
は
背
中
に
棘
の
よ
う
な
突
起
の
連
な
り
が
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
点

は
『
三
才
図
会
』
等
と
は
異
な
る
が
、
三
者
を
並
べ
て
み
る
こ
と
で
、
直
模
的
で

は
無
い
に
し
ろ
、
三
者
が
同
じ
流
れ
を
く
む
白
澤
の
図
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
探
幽
は
こ
う
し
た
先
例
に
倣
い
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
線
の
肥
痩
を
強
調
し

て
、
よ
り
立
体
感
を
生
じ
さ
せ
、
印
象
を
強
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
う

図 16 「獣魚絵合わせかるた」澤獣
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し
た
探
幽
の
獅
子
型
白
澤
図
像
を
、
探
幽
周
辺
や
探
幽
に
時
代
の
近
い
一
七
世
紀

の
狩
野
派
絵
師
た
ち
は
引
き
継
い
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
他
の
動
物
と
の
混
同
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
後
述
す
る
、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
に
再
建

さ
れ
た
江
戸
城
西
の
丸
御
殿
の
障
壁
画
下
絵
資
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。
下
絵
資
料
に

は
獅
子
型
白
澤
の
特
徴
を
持
つ
動
物
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
動
物
は

「
獏
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
５
）
図
像
の
混
同

な
ぜ
図
像
の
混
同
が
起
こ
っ
た
の
か
。
理
由
と
し
て
は
、
例
え
ば
粉
本
な
ど

に
、
何
を
描
い
た
も
の
な
の
か
を
明
記
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
江
戸
時
代
中
期
頃

よ
り
人
面
牛
身
の
白
澤
図
像
が
広
ま
っ
た
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

狩
野
派
は
二
代
目
元
信
以
降
、
将
軍
御
用
絵
師
と
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、

制
作
を
依
頼
さ
れ
る
絵
画
の
数
も
増
え
た
め
、
作
業
の
効
率
化
を
図
る
よ
う
に
な

る
。
そ
れ
が
絵
師
集
団
で
の
絵
画
制
作
で
あ
る
。
武
田
恒
夫
は
元
信
以
降
、
狩
野

派
の
支
持
層
が
拡
大
し
、
大
規
模
制
作
の
必
要
性
が
生
じ
た
こ
と
で
、
画
派
内
で

の
制
作
水
準
の
向
上
が
図
ら
れ
、
一
定
の
様
式
の
元
に
絵
師
を
統
制
し
、
障
壁
画

（

）

制
作
を
円
滑
に
進
め
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

集
団
で
の
絵
画
制
作
を
取
り
入
れ
た
狩
野
派
は
、
そ
の
組
織
を
機
能
さ
せ
る
上

で
、
粉
本
を
有
効
な
絵
画
制
作
手
段
の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。
粉
本
に

よ
る
絵
画
技
法
の
習
得
を
行
い
、
先
人
の
技
法
筆
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
後
継
者

の
育
成
に
あ
た
っ
た
た
め
、
か
つ
て
の
狩
野
派
研
究
で
は
こ
れ
を
「
粉
本
主
義
」

と
し
て
、
狩
野
派
絵
師
が
個
性
を
失
う
原
因
と
し
て
揶
揄
す
る
意
見
も
見
ら
れ

た
。

し
か
し
近
年
は
狩
野
派
の
業
績
が
見
直
さ
れ
、
粉
本
に
つ
い
て
も
プ
ラ
ス
の
側

面
を
評
価
す
る
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
狩
野
安
信
『
画
道
要
訣
』
に
つ
い
て
、

安
村
敏
信
は
「『
画
道
要
訣
』
の
中
で
は
、
か
た
ち
に
と
ら
わ
れ
ず
心
を
自
由
の

境
地
に
置
く
こ
と
を
勧
め
て
お
り
、
決
し
て
か
た
ち
（
粉
本
）
を
写
せ
と
は
語
っ

て
い
な
い
」
と
し
て
、
粉
本
に
よ
る
学
習
は
絵
師
の
技
量
を
磨
く
も
の
で
あ
っ

て
、
絵
師
個
人
に
力
量
さ
え
あ
れ
ば
、
制
作
に
は
い
く
ら
で
も
広
が
り
を
も
つ
こ

（

）

と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

粉
本
の
効
用
と
し
て
、
武
田
恒
夫
は
「
画
学
の
基
礎
的
な
修
練
の
た
め
に
繰
り

返
し
臨
模
さ
れ
る
絵
手
本
が
重
要
な
資
料
と
な
り
、
各
画
塾
に
具
備
さ
れ
る
教
材

と
し
て
の
性
格
を
帯
び
た
も
の
に
な
る
。
運
筆
や
用
墨
、
時
に
は
賦
彩
を
修
得
す

る
た
め
に
、
先
人
の
下
絵
や
古
画
の
模
写
本
を
後
進
の
塾
生
が
徹
底
し
て
写
し
取

り
、
そ
の
間
に
お
の
ず
か
ら
家
法
ひ
い
て
は
流
派
様
式
を
体
得
さ
せ
る
た
め
に
欠

（

）

か
せ
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
制
作
に
当
た
っ
て
、
粉
本
が
図
を
構
想
す
る
際
の
参
考
資
料
に
な
る
点

も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
武
田
は
、
諸
藩
の
粉
本
の
図
柄
を
抜
き
写
し
、
そ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
た
り
添
削
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
図
を
工
面
す
る
こ
と
が
当
時
の

常
套
手
段
で
あ
り
、
豊
富
な
粉
本
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
絵
様
の
選
択
や
調
整
を
容

（

）

易
に
で
き
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
火
災
な
ど
で
消
失
し
た
建
物

の
再
建
時
に
、
再
び
同
じ
図
を
描
く
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。

粉
本
は
現
代
の
研
究
者
が
図
像
を
判
別
す
る
際
に
も
有
用
で
あ
る
。
狩
野
派
が

粉
本
に
依
っ
た
こ
と
で
、
図
像
的
特
徴
か
ら
、
判
別
し
難
か
っ
た
無
記
名
の
図
像

の
判
別
が
容
易
に
な
る
と
い
う
効
用
は
、
白
澤
の
図
像
の
判
別
に
も
期
待
で
き

る
。粉

本
で
は
な
い
が
、
細
川
有
孝
「
諸
獣
図
」
及
び
狩
野
芳
崖
「
動
物
百
態
図
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巻
」
は
同
系
統
の
手
本
に
倣
っ
て
い
る
作
品
で
あ
り
、
両
者
に
描
か
れ
た
白
色
獣

は
ど
ち
ら
も
同
じ
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
図
像
的
特
徴
か
ら
、
両
者
が
白
澤

で
あ
る
と
判
別
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
定
の
形
式
を
持

っ
た
図
像
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
た
め
に
、
狩
野
派
の
動
物
図
像
は
、
他
の
資
料

と
の
比
較
か
ら
、
無
記
名
で
あ
っ
て
も
何
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
か
を
判
別
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
狩
野
派
で
は
粉
本
な
ど
の
手
本
に
よ
っ
て
同
じ
特
徴
を
備
え
た
白
澤

図
像
を
受
け
継
い
で
い
た
反
面
、
図
様
は
受
け
継
が
れ
て
も
「
白
澤
」
と
い
う
名

前
は
き
ち
ん
と
受
け
継
い
で
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

黒
田
藩
お
抱
え
絵
師
の
尾
形
家
の
粉
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。
尾
形
家
粉
本
の
中
に

（

）

は
、
明
ら
か
に
日
光
東
照
宮
拝
殿
の
白
澤
（
図
８
）
を
模
し
た
図
が
あ
り
、
図
の

右
端
の
墨
書
に
も
「
日
光
御
宮
御
拝
殿
御
杉
戸
惣
金
泥
ぬ
り
地

探
幽
筆

洞
与

写
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
図
を
載
せ

て
い
る
福
岡
県
立
美
術
館
の
資
料
集
で
は
、
こ
の
動
物
が
「
獅
子
」
と
な
っ
て
い

（

）
る
。
粉
本
に
記
名
が
無
い
た
め
、
尾
形
洞
与
が
何
の
動
物
の
つ
も
り
で
描
い
た
の

か
は
不
明
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
後
世
に
は
「
白
澤
」
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
な
い

と
い
う
事
例
で
あ
る
。

獅
子
型
白
澤
が
他
の
動
物
と
混
同
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
も
う
一
つ
の
理
由

と
し
て
は
、
人
面
牛
身
の
白
澤
図
像
が
民
間
で
広
ま
り
、
白
澤
は
人
面
牛
身
で
あ

る
と
の
認
識
が
広
が
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
旅
の
お
守
り
や
病
除
け
、
避
怪

の
護
符
と
し
て
白
澤
の
図
が
刷
ら
れ
、
ま
た
寺
社
の
装
飾
と
し
て
人
面
牛
身
の
白

澤
図
像
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
、
人
面
牛
身
の
白
澤
図
像
は
一
般
庶
民
が
目
に
す

（

）

る
機
会
が
獅
子
型
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
増
え
て
い
る
。
日
本
の
人
面
牛
身
図
像
の

明
確
な
発
生
時
期
、
発
生
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
牛
身
図
像
に
つ
い
て
は
、
も
と

も
と
は
中
国
で
発
生
し
た
こ
と
が
、
敦
煌
文
書
『
十
吉
祥
講
経
文
』
や
、
唐
・
薩

（

）

守
愼
『
天
地
瑞
祥
志
』
と
い
っ
た
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
。
そ
の
牛
身
図
像
は
、

一
色
直
朝
の
『
月
庵
月
庵
酔
醒
記
』
の
記
述
よ
り
、
遅
く
と
も
室
町
〜
戦
国
時
代

に
は
日
本
へ
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
牛
身
の
図
像
に
日
本
で
人
面

の
要
素
が
加
わ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
中
国
で
す
で
に
人
面
の
図
像
が
発
生
し
、

そ
れ
が
日
本
に
伝
播
し
た
の
か
は
先
行
研
究
で
も
決
定
的
な
説
は
無
く
、
議
論
の

余
地
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
日
本
で
江
戸
時
代
に
広
ま
り
を
見
せ
た
牛
身
白
澤

図
像
は
、
人
面
で
描
か
れ
た
も
の
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
さ
ら
に
額
や
背
中
に

眼
が
加
え
ら
れ
、
背
中
に
は
複
数
本
の
角
が
生
え
て
い
る
も
の
も
多
い
。

（

）

（

）

（

）

こ
の
ほ
か
、
鳥
山
石
燕
や
葛
飾
北
斎
、
伊
藤
若
冲
な
ど
の
絵
師
に
よ
る
人
面
牛

身
系
統
の
、
草
食
動
物
の
体
を
持
つ
白
澤
の
図
の
制
作
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
た

め
か
、
狩
野
派
の
流
れ
を
汲
む
絵
師
も
、
次
第
に
人
面
牛
身
の
白
澤
を
描
く
よ
う

（

）

（

）

に
な
る
。
例
え
ば
狩
野
一
信
「
五
百
羅
漢
図
」
や
河
鍋
暁
斎
「
動
物
図
巻
」
に

は
、
蹄
を
持
つ
、
人
面
牛
身
系
統
の
白
澤
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
信
や
暁
斎
の
作

品
も
「
白
澤
」
と
い
う
言
葉
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
人
面
牛
身
白
澤
図
像
の

特
徴
で
あ
る
、
額
と
背
中
の
眼
や
、
背
中
か
ら
生
え
る
角
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
白
澤
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
信
や
暁
斎
の
時
代
に
は
、
狩
野

派
の
中
で
も
人
面
牛
身
の
白
澤
図
像
が
白
澤
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。さ

ら
に
、
先
述
の
よ
う
に
、
橘
守
国
も
『
鳥
獣
毛
筆
画
譜
』
の
白
澤
、『
唐
土

訓
蒙
図
彙
』
の
白
澤
、『
絵
本
写
宝
袋
』
の
澤
獣
と
、
三
種
の
絵
手
本
の
中
で
白

澤
を
描
い
て
い
る
が
、
同
じ
絵
師
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
三
種
す
べ
て
が
異
な
る
図

像
で
あ
る
。
守
国
の
時
代
に
は
す
で
に
狩
野
派
に
人
面
牛
身
白
澤
の
図
像
が
入
り

始
め
、
白
澤
図
像
の
認
識
の
変
化
が
起
き
、
図
像
の
型
が
変
わ
り
始
め
て
い
た
の
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で
あ
る
。二

、
狩
野
派
の
獅
子
型
白
澤
図
像
の
受
容

（
一
）
探
幽
以
前
と
以
降
の
比
較

狩
野
派
に
と
っ
て
、
獅
子
型
白
澤
と
は
ど
の
様
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

管
見
で
は
、
狩
野
派
の
作
品
で
は
探
幽
以
前
に
獅
子
型
白
澤
は
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
探
幽
が
日
光
東
照
宮
の
装
飾
を
担
当
し
た
際
に
、
獅
子
型
白
澤
を
取
り
入

れ
た
と
考
え
て
い
る
。
探
幽
が
獅
子
型
白
澤
を
狩
野
派
の
霊
獣
や
走
獣
と
い
っ
た

動
物
画
題
の
一
つ
と
し
て
新
た
に
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
探
幽
以
後
の
一
七
世
紀

の
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
も
獅
子
型
白
澤
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
探
幽
を
契
機
と
し
て
白
澤
が
画
題
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
す
れ

ば
、
探
幽
前
後
で
画
題
に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
霊
獣
・
走
獣
の
図
像
に
焦
点
を
当
て
、
探
幽
前
後
で
比
較

す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
探
幽
に
と
っ
て
獅
子
型
白
澤
が
ど
の
よ
う
な
意

味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
日
光
東
照
宮
に
白
澤

を
描
い
た
の
か
を
考
察
し
た
い
。

狩
野
派
の
霊
獣
・
走
獣
の
図
像
と
し
て
は
、

①
霊
獣
が
含
ま
れ
て
い
る
群
獣
図
像
の
比
較

②
狩
野
派
が
装
飾
に
関
わ
っ
た
建
築
物
の
走
獣
図
の
変
化

と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
①
の
群
獣
図
像
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
門
脇
む
つ
み
の
研
究
「
伝
狩
野

（

）

元
信
原
画
「
獣
尽
図
屛
風
模
本
」
と
狩
野
派
の
動
物
画
」
を
参
考
に
、
霊
獣
が
描

か
れ
た
狩
野
派
の
作
品
を
、
探
幽
以
前
と
探
幽
以
後
で
比
較
し
、
描
か
れ
て
い
る

霊
獣
の
種
類
に
変
化
が
あ
る
の
か
を
み
て
い
き
た
い
。

（

）

探
幽
以
前
の
作
品
と
し
て
は
伝
狩
野
元
信
原
画
「
獣
尽
図
屛
風
模
本
」
が
、
探

幽
以
降
の
作
品
と
し
て
は
「
群
獣
図
巻
」「
飛
禽
走
獣
図
巻
」「
獣
尽
図
巻
」「
動

物
百
態
図
巻
」
が
相
当
す
る
。
こ
の
う
ち
、「
群
獣
図
巻
」「
獣
尽
図
巻
」
の
画
像

は
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
、
門
脇
の
作
成
し
た
表
を
参
考
に
し
、
描
か
れ
た
動

物
を
特
定
し
て
い
る
。

探
幽
以
前
の
作
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
伝
狩
野
元
信
原
画
「
獣
尽
図
屛
風
模
本
」

で
は
、
想
像
上
の
動
物
で
あ
る
霊
獣
は
麒
麟
、
獏
、
唐
獅
子
、
水
犀
、
龍
の
５
種

が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
探
幽
以
後
の
諸
作
品
の
霊
獣
を
ま
と
め
る

と
、
唐
獅
子
、
麒
麟
、
獬
豸
、
カ
イ
チ
（
獬
豸
の
こ
と
か
）、
水
犀
、
獏
、
龍
、

白
澤
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
獬
豸
は
「
飛
禽
走
獣
図
巻
」
に
描
か
れ
た
白
色
獣
の
こ
と
で
、
前

述
の
よ
う
に
白
澤
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
除
外
す
る
と
、
探
幽
前
後
で
は
、

群
獣
図
の
霊
獣
の
種
類
に
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
ず
、
強
い
て
挙
げ
る
と
す
れ

ば
、「
カ
イ
チ
」
と
「
白
澤
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
探
幽
以
前
の
狩
野

派
の
作
品
の
現
存
数
が
少
な
く
、
限
ら
れ
た
資
料
で
の
考
察
と
な
っ
て
い
る
点
は

（

）

否
め
な
い
た
め
、
今
後
さ
ら
な
る
資
料
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

次
に
、
②
の
狩
野
派
が
制
作
に
関
わ
っ
た
建
築
物
の
走
獣
装
飾
に
つ
い
て
も
、

探
幽
以
前
と
以
後
で
変
化
が
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

先
行
研
究
で
、
探
幽
が
実
質
的
に
狩
野
派
の
頂
点
に
た
っ
た
と
さ
れ
る
の
が
、

幕
府
御
用
絵
師
を
拝
命
し
た
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
か
ら
寛
永
三
年
（
一
六
二

六
）
の
二
条
城
改
修
の
頃
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
で
は
、
狩
野
派
内
に
お
い
て
探
幽

よ
り
も
さ
ら
に
上
の
、
絵
画
制
作
を
決
定
す
る
立
場
の
人
物
（
宗
家
の
狩
野
貞
信

や
、
探
幽
の
父
狩
野
孝
信
な
ど
）
が
い
た
た
め
、
こ
う
し
た
障
壁
画
の
画
題
に
関
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し
て
探
幽
に
よ
る
決
定
権
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
河
野
は
名
実
と
も
に
狩

野
派
の
頂
点
に
立
っ
た
探
幽
が
、
さ
ら
に
一
門
を
率
い
る
と
い
う
立
場
で
制
作
に

（

）

あ
た
っ
た
の
が
日
光
東
照
宮
の
絵
画
装
飾
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
探

幽
率
い
る
狩
野
派
一
門
に
よ
る
寛
永
度
の
大
造
替
（
一
六
三
四
│
三
六
）
に
お
け

る
日
光
東
照
宮
装
飾
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
、
そ
れ
以
前
と
以
後
で
、
資
料
が
残

さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
走
獣
装
飾
を
比
較
し
て
み
た
い
。

探
幽
が
狩
野
派
の
頂
点
に
立
つ
以
前
に
狩
野
派
が
装
飾
を
行
っ
た
建
築
物
で
、

装
飾
の
様
子
を
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
完
成

の
名
古
屋
城
の
本
丸
御
殿
が
あ
る
。

ま
た
、
探
幽
が
狩
野
派
を
率
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
過
渡
期
に
あ
た
る

の
が
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
改
修
の
二
条
城
二
の
丸
御
殿
と
、
寛
永
一
一
年

（
一
六
三
四
）
の
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
の
寛
永
度
造
営
、
及
び
、
そ
の
際
に
増
築

さ
れ
た
上
洛
殿
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
時
期
に
当
た
る
建
築
物
に
は
、
虎
な
ど

（

）

の
走
獣
の
障
壁
画
が
確
認
で
き
る
が
、
白
澤
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
日
光
東
照
宮
以
降
の
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
に
再
建
さ
れ
た
江

（

）

戸
城
西
の
丸
御
殿
に
は
、
獅
子
型
白
澤
（
図

、

、

）
が
見
ら
れ
る
。
江
戸

城
西
の
丸
御
殿
の
天
保
の
造
営
で
は
、
木
挽
町
狩
野
家
の
養
信
が
責
任
者
と
な
っ

て
障
壁
画
を
手
掛
け
て
お
り
、
東
京
国
立
博
物
館
の
下
絵
資
料
か
ら
、
そ
の
様
子

が
う
か
が
え
る
。
西
の
丸
に
も
名
古
屋
城
や
二
条
城
に
共
通
す
る
虎
図
が
見
ら
れ

る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
獅
子
型
白
澤
も
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
探
幽
が

日
光
東
照
宮
で
描
い
た
白
澤
図
像
は
、
正
確
な
図
像
で
は
な
い
に
し
ろ
、
西
の
丸

再
建
時
に
養
信
に
も
継
承
さ
れ
、
麒
麟
、
鳳
凰
と
共
に
描
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
再
建
前
の
江
戸
城
西
の
丸
に
白
澤
が
描
か
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
資

料
が
無
い
た
め
不
明
で
あ
り
、
尚
信
の
白
澤
の
図
や
東
京
藝
術
大
学
蔵
の
白
澤
の

図 17 江戸城西の丸大広間杉戸

図 18 江戸城西の丸大広間杉戸図 19 江戸城西の丸 杉戸
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図
な
ど
、
一
七
世
紀
の
作
例
か
ら
、
天
保
の
西
の
丸
再
建
ま
で
の
間
も
空
白
で
、

獅
子
型
白
澤
図
像
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
障
壁
画
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
養
信
が
獅
子
型
白
澤
図
像
を
取
り
入
れ
た

の
は
探
幽
の
影
響
で
あ
る
と
す
る
に
は
、
時
代
が
離
れ
す
ぎ
て
い
る
た
め
、
議
論

の
余
地
が
あ
る
が
、
探
幽
以
後
、
狩
野
派
の
中
で
獅
子
型
白
澤
図
像
が
障
壁
画
の

画
題
と
し
て
相
応
し
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

以
上
、
①
と
②
の
二
つ
の
観
点
で
画
題
を
比
較
し
て
み
た
結
果
、
資
料
数
が
少

な
い
た
め
、
今
後
さ
ら
な
る
資
料
の
収
集
と
検
討
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
強
い
て

言
う
な
ら
、
狩
野
派
の
画
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
霊
獣
・
走
獣
は
、
探
幽
以

前
に
す
で
に
一
定
の
種
類
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
探
幽
が
新
た
に
獅
子
型
白

澤
を
加
え
た
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
探
幽
以
降
に
霊
獣
図
像
の
定
型
化
が

進
ん
だ
の
で
は
な
く
、
す
で
に
場
に
応
じ
た
題
材
の
固
定
化
が
始
ま
っ
て
い
た
中

で
、
探
幽
は
日
光
東
照
宮
拝
殿
に
獅
子
型
白
澤
を
描
き
、
そ
れ
以
後
、
狩
野
派
、

主
に
十
七
世
紀
の
絵
師
た
ち
が
獅
子
型
白
澤
図
像
を
障
壁
画
の
画
題
と
し
て
描
く

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
狩
野
派
内
で
も
次
第
に
獅
子
型
白
澤
は
描
か
れ
な
く
な
っ
て
い
き
、
他

の
動
物
と
混
同
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
上
述
の
江
戸
城
西
の
丸
御
殿
の

下
絵
資
料
で
も
、
獅
子
型
白
澤
は
「
獏
」
と
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
こ
の
時
代
に

獏
と
混
同
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
探
幽
に
と
っ
て
の
獅
子
型
白
澤

探
幽
は
『
探
幽
縮
図
』
の
中
で
、
雪
村
の
も
の
と
さ
れ
る
人
面
牛
身
図
像
を
写

（

）

し
て
お
り
、
中
国
・
日
本
の
絵
画
に
広
く
目
を
通
し
て
い
た
探
幽
が
獅
子
型
・
人

面
牛
身
型
、
両
方
の
白
澤
図
像
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か

し
、
日
光
東
照
宮
に
は
敢
え
て
獅
子
型
を
選
択
し
、
描
い
て
い
る
。

そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、
日
光
東
照
宮
と
い
う
場
で
あ
る
。
日
光
東
照
宮

は
、
東
照
大
権
現
と
し
て
神
格
化
さ
れ
た
家
康
を
祀
り
、
礼
拝
す
る
場
所
で
あ

（

）
り
、
そ
の
拝
殿
は
、
本
殿
に
向
か
っ
て
右
側
の
、
麒
麟
の
杉
戸
の
あ
る
将
軍
着
座

間
と
、
向
か
っ
て
左
側
の
、
白
澤
の
杉
戸
が
あ
る
法
親
王
着
座
間
か
ら
な
る
。

麒
麟
は
中
国
の
『
毛
詩
正
義
』
な
ど
に
「
王
者
の
仁
至
ら
ば
則
ち
出
ず
る
也
」

と
あ
り
、
一
方
、
白
澤
は
『
開
元
占
経
』
巻
一
一
六
に
引
く
『
瑞
応
図
』
に
「
賢

君
の
徳
幽
遐
に
及
べ
ば
則
ち
出
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
麒
麟
は
仁
の
象
徴
と
し

て
の
役
割
が
、
白
澤
は
徳
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
が
仮
託
さ
れ
る
動
物
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
察
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
拝
殿
に
麒
麟
と
白
澤
を
対
で
描
く
と
い
う
こ

と
は
、
麒
麟
や
白
澤
が
出
現
す
る
よ
う
な
仁
徳
を
家
康
が
備
え
て
い
る
こ
と
を
知

ら
し
め
る
機
能
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
光
東
照
宮
拝
殿
は
、
こ
う
し
た
中

国
の
祥
瑞
思
想
を
取
り
入
れ
た
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
代
の
正
徳
・

万
暦
両
『
大
明
会
典
』
な
ど
に
は
、
白
澤
と
麒
麟
の
花
様
の
図
が
並
記
さ
れ
て
お

り
、
麒
麟
と
白
澤
を
対
と
な
る
よ
う
に
配
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
中
国
資
料
の
影

響
が
考
え
ら
れ
る
。

探
幽
が
参
考
に
し
た
で
あ
ろ
う
『
三
才
図
会
』
で
も
、
白
澤
は
「
王
者
、
有
徳

に
し
て
明
照
幽
遠
な
れ
ば
則
ち
至
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
探
幽
は
獅
子
型
白
澤
図

像
に
「
有
徳
の
王
者
の
前
に
姿
を
現
す
神
獣
」
と
し
て
の
姿
を
み
て
い
た
た
め
、

獅
子
型
の
白
澤
を
選
択
し
、
日
光
東
照
宮
拝
殿
と
い
う
場
に
は
獅
子
型
白
澤
が
相

応
し
い
と
考
え
て
白
澤
を
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
日
光
東
照
宮
の
造
替
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
こ
に
何
を
描
く
の
か
、

画
題
の
選
定
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
際
に
は
将
軍
家
光
や
天
海
を
は
じ
め
と
す
る

幕
府
要
人
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
可
能
性
も
否
め
な
い
。
例
え
ば
、
幕
府
の
儒
官

― １６ ―



を
務
め
た
林
家
の
四
代
目
・
林
榴
岡
（
一
六
八
一
│
一
七
五
八
）
画
賛
「
白
澤
の

図
」（
個
人
蔵
）（
図

）
は
、
白
澤
が
白
色
の
獅
子
型
で
描
か
れ
て
お
り
、
林
家

の
よ
う
な
中
国
の
思
想
・
文
物
に
通
じ
た
儒
家
に
、
獅
子
型
の
白
澤
図
像
が
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
林
家
の
よ
う
に
中
国
の
文
物
に

明
る
い
者
が
幕
府
に
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
獅
子
型
の
白
澤
を
認
識
し
、
日
光
東
照

宮
造
営
の
際
に
描
く
よ
う
に
指
示
す
る
こ
と
も
で
き
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
榴
岡

が
白
澤
を
描
い
た
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
は
、
日
光
東
照
宮
造
営
よ
り
も
百

年
近
く
時
代
が
下
る
た
め
、
は
た
し
て
日
光
東
照
宮
造
営
時
に
幕
府
に
そ
う
し
た

人
物
が
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
日
光
東
照
宮
拝
殿
の
白
澤
の
図

は
、
麒
麟
と
対
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
王
者
の
仁
徳
の
象
徴
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
獅
子
型
の
白
澤
を
拝
殿
に
描
く
と
選
択
し
た

者
は
、
白
澤
を
王
者
の
前
に
出
現
す
る
神
獣
と
し
て
捉
え
て
い
た
者
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
探
幽
は
『
三
才
図
会
』
に
倣
っ
た
図
を
描
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
白
澤
が
有
徳
の
王
者
の
前
に
出
現
す
る
と
い
う
『
三
才
図
会
』

の
認
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者
は
日
光
東
照

宮
の
絵
画
制
作
を
担
当
し
て
い
た
探
幽
こ
そ
が
、
獅
子
型
の
白
澤
を
選
択
し
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
３
）
探
幽
の
白
澤
の
表
現

日
光
東
照
宮
拝
殿
は
、
そ
の
左
右
に
麒
麟
と
白
澤
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ら
の
瑞
獣
が
出
現
す
る
、
一
種
の
理
想
郷
の
よ
う
な
空
間
を
生
み
出
す
た
め
の
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

白
澤
が
描
か
れ
た
法
親
王
着
座
間
杉
戸
に
注
目
し
て
み
る
と
、
唐
木
と
雲
、
白

澤
を
重
ね
る
こ
と
で
僅
か
な
が
ら
遠
近
感
を
持
た
せ
、
奥
行
き
の
あ
る
空
間
を
生

み
出
し
て
お
り
、
さ
ら
に
白
澤
を
複
数
配
置
す
る
こ
と
で
、
鑑
賞
者
に
左
右
へ
の

空
間
の
広
が
り
も
意
識
さ
せ
る
。
ま
た
、
輪
郭
線
に
肥
痩
の
強
い
線
を
用
い
る
こ

と
で
、
存
在
を
強
調
す
る
と
と
も
に
霊
的
な
印
象
を
強
め
、
見
る
者
を
圧
倒
す
る

迫
力
を
生
み
出
し
て
い
る
。
同
時
に
、
体
勢
の
異
な
る
白
澤
を
複
数
配
置
す
る
こ

と
で
、
群
れ
遊
ぶ
白
澤
の
動
態
も
想
像
さ
せ
る
。

一
方
、
御
次
之
間
杉
戸
の
白
澤
（
図
２
）
の
こ
ち
ら
を
見
返
る
よ
う
な
姿
は
、

写
生
派
の
動
物
画
表
現
に
は
ま
だ
及
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
、
日
光
東
照
宮
拝
殿

と
い
う
空
間
は
、
写
実
性
・
現
実
性
よ
り
も
非
現
実
的
で
、
荘
厳
な
空
間
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
鑑
賞
者
に
与
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
探
幽
の
余
白
表

現
が
う
ま
く
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
探
幽
は
余
白
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
霞
が
か
か
っ
た
よ
う
な
、
奥
を
見
通
せ
な
い
空
間
を
生
み
出
す
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
白
澤
や
麒
麟
が
現
れ
る
幽
遠
で
幽
遐
な
世
界
を

表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
探
幽
の
余
白
表
現
と
結
び
つ
い
て
、
鑑
賞
者
を
そ
う
し

た
幻
の
世
界
へ
引
き
込
む
よ
う
な
作
用
を
生
み
出
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
光
東
照
宮
拝
殿
に
向
か
い
合
う
形
で
描
か
れ
た
麒
麟
と
白
澤
は
と

図 20 林榴岡「白澤の図」
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も
に
、
そ
の
体
か
ら
赤
い
火
炎
の
よ
う
な
も
の
を
立
ち
昇
ら
せ
て
い
る
。
狩
野
派

に
お
い
て
火
炎
の
表
現
が
な
さ
れ
る
禽
獣
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
実
在
し
な
い

動
物
、
霊
獣
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
火
炎
の
表
現
を
拝
殿
の
麒
麟
と
白

澤
に
施
す
こ
と
で
、
麒
麟
・
白
澤
の
聖
性
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

狩
野
派
の
霊
獣
図
像
や
火
炎
表
現
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
資
料
の
収
集
・
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

群
れ
を
な
し
て
戯
れ
る
よ
う
な
白
澤
は
、
東
京
藝
術
大
学
蔵
「
唐
獅
子
・
白
澤

図
屛
風
」
や
鵜
川
常
雲
「
金
地
唐
獅
子
図
屛
風
」
に
受
け
継
が
れ
、
一
方
、
肥
痩

の
線
を
用
い
る
力
強
い
表
現
は
尚
信
の
「
白
澤
之
図
」
屛
風
に
受
け
継
が
れ
て
い

く
。探

幽
を
は
じ
め
と
す
る
一
七
世
紀
狩
野
派
の
獅
子
型
白
澤
図
像
か
ら
う
か
が
え

る
こ
と
は
、
探
幽
が
獅
子
型
白
澤
を
霊
獣
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
麒
麟
や
獅
子
と

い
っ
た
霊
獣
図
像
の
一
つ
と
し
て
、
狩
野
派
の
画
題
の
中
に
組
み
込
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
探
幽
に
よ
っ
て
画
題
と
し
て
定
着
し
た
獅
子
型
白
澤
は
、
杉
戸
や

屛
風
な
ど
の
大
作
に
描
か
れ
て
い
く
が
、
そ
う
し
た
大
作
に
は
、
制
作
を
依
頼
で

き
る
だ
け
の
有
力
な
注
文
主
が
お
り
、
そ
の
要
望
に
応
え
る
画
題
だ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
御
用
絵
師
で
あ
り
、
諸
藩
の
お
抱
え
絵
師
で
あ
っ
た
狩
野
派
に
と

っ
て
の
注
文
主
こ
そ
、
将
軍
家
や
大
名
家
で
あ
り
、
狩
野
派
は
そ
の
要
望
に
応

え
、
家
格
に
相
応
し
い
作
品
を
制
作
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
絵
の
題
材
に
つ
い
て
も
将
軍
家
や
諸
大
名
家
の
権
威
・
威
光
を
示
す
よ
う

な
も
の
が
選
ば
れ
、
一
七
世
紀
の
狩
野
派
は
そ
う
し
た
家
格
に
相
応
し
い
瑞
獣
と

し
て
、
獅
子
型
白
澤
を
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

日
本
の
獅
子
型
白
澤
図
像
の
多
く
は
、
一
七
世
紀
の
狩
野
派
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
狩
野
派
は
粉
本
と
い
う
形
で
図
像
の
特
徴
を
受
け
継
い
で
い
る

た
め
、
獅
子
や
麒
麟
な
ど
の
図
像
が
定
型
化
さ
れ
、
図
像
の
判
別
を
比
較
的
容
易

に
し
て
い
る
。

日
光
東
照
宮
拝
殿
の
白
色
獣
、
狩
野
探
幽
「
飛
禽
走
獣
図
巻
」
の
白
色
獣
、
鵜

川
常
雲
「
金
地
唐
獅
子
図
屛
風
」
の
白
色
獣
は
、
狩
野
派
の
獅
子
型
白
澤
図
像
の

「
角
を
持
ち
、
体
色
は
白
く
、
手
足
か
ら
火
炎
の
よ
う
な
も
の
が
立
ち
上
っ
て
い

る
」
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
白
澤
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

狩
野
派
の
獅
子
型
白
澤
と
他
の
動
物
の
混
同
が
起
こ
っ
た
背
景
に
は
、
粉
本
な

ど
手
本
の
類
に
何
を
描
い
た
も
の
か
を
示
す
名
称
の
部
分
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
一
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
図
像
は
伝
わ
っ
て
も
名
称
が
伝
わ

ら
ず
、
後
に
図
像
に
名
称
を
付
す
際
に
、
別
の
動
物
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
図
像
の
混
同
は
、
江
戸
城
西
の
丸
御
殿

の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
狩
野
養
信
の
時
代
に
は
す
で
に
起
こ
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
、
日
本
国
内
で
人
面
牛
身
図
像
が
急
速
に
広

ま
り
、
辟
邪
の
獣
と
し
て
の
白
澤
の
印
象
が
強
ま
る
と
、
そ
の
影
響
を
狩
野
派
の

絵
師
た
ち
も
受
け
、
人
面
牛
身
の
白
澤
を
描
く
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
す
る
と
獅

子
型
白
澤
図
像
は
狩
野
派
の
中
で
も
姿
を
消
し
、
描
か
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

日
光
東
照
宮
の
獅
子
型
白
澤
は
、「
王
者
の
徳
を
有
す
る
者
の
前
に
現
れ
る
神

― １８ ―



獣
」
と
し
て
、
家
康
の
仁
徳
を
象
徴
す
る
た
め
、
麒
麟
と
対
と
な
る
形
で
描
か
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
王
者
に
仁
徳
が
備
わ
っ
て
い
れ
ば
麒
麟
や
白
澤
が
出
現
す
る

と
い
う
中
国
の
祥
瑞
思
想
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
将
軍
家
の
権
威
に
相
応
し
い

図
像
と
し
て
、
探
幽
が
日
光
東
照
宮
拝
殿
に
採
用
し
た
の
を
契
機
と
し
て
、
獅
子

型
白
澤
は
大
名
家
の
権
威
・
威
光
に
相
応
し
い
画
題
と
し
て
、
狩
野
派
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
探
幽
は
日
光
東
照
宮
拝
殿
に
人
面
牛
身
図
像
で
は
な
く
獅
子

型
の
白
澤
図
像
を
選
択
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
探
幽
に
と
っ
て
獅
子
型
白
澤
が
、

為
政
者
の
居
城
や
日
光
東
照
宮
の
よ
う
な
壮
麗
な
社
殿
を
飾
る
に
相
応
し
い
霊
獣

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

探
幽
は
『
三
才
図
会
』
や
「
十
二
霊
獣
図
巻
」
の
よ
う
な
資
料
を
参
考
と
し
、

そ
の
図
像
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
肥
痩
の
線
を
用
い
、
霊
獣
白
澤
の
印
象
を
強
め

て
い
る
。
日
光
東
照
宮
拝
殿
の
杉
戸
に
は
、
白
澤
と
と
も
に
金
雲
を
描
き
、
金
地

の
余
白
で
、
霞
の
か
か
っ
た
よ
う
な
深
遠
な
空
間
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ
は
白

澤
が
群
れ
遊
ぶ
一
種
の
理
想
的
な
世
界
を
、
鑑
賞
者
に
想
起
さ
せ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

獅
子
型
白
澤
が
描
か
れ
る
の
は
、
杉
戸
や
屛
風
と
い
っ
た
大
画
面
が
多
く
、
そ

れ
ら
大
型
の
作
品
を
注
文
す
る
こ
と
が
可
能
な
有
力
者
の
要
望
に
応
え
、
そ
の
家

格
に
相
応
し
い
画
題
と
し
て
、
一
七
世
紀
の
狩
野
派
絵
師
た
ち
は
獅
子
型
白
澤
を

捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

﹇
挿
図
出
典
﹈

・
図
１
、
７

狩
野
博
幸
・
湯
本
豪
一
『
日
本
の
図
像

神
獣
霊
獣
』
ピ
ア
・
ブ
ッ
ク

ス
、
二
〇
一
〇
年
四
月
、
一
二
、
一
三
頁

・
図
２
、
３
、
６
、
８

増
田
武
文
編
『
日
光
東
照
宮
の
文
様
』
ふ
た
ば
書
房
、
一
九

八
〇
年
三
月
、
一
八
九
頁
、
一
八
四
頁
、
一
九
四
頁
、
一
八
七
頁

・
図
４

弘
前
市
立
博
物
館
画
像
デ
ー
タ

・
図
５

王
圻
編
『
三
才
図
会
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
六
月
、
鳥
獣
四

巻
、
二
二
二
三
頁

・
図
９

高
藤
晴
俊
「
忘
れ
ら
れ
た
瑞
獣
・
獬
豸
│
そ
の
図
像
学
的
分
類
の
試
み
│
」

（
文
星
芸
術
大
学
宇
都
宮
文
星
短
期
大
学
『
文
星
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
〇
年
三

月
）、
六
九
頁

・
図

、

大
津
市
歴
史
博
物
館
画
像
デ
ー
タ

・
図

玉
虫
敏
子
「
十
二
霊
獣
図
巻
」（『
國
華
』
國
華
社
、
一
九
九
八
年
五
月
）
よ

り
・
図

『
真
田
宝
物
館
収
蔵
目
録

真
田
家
旧
蔵
資
料
目
録
│
絵
画
４
│
』、
松
代
藩

文
化
施
設
管
理
事
務
所
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
一
九
頁

・
図

石
田
佳
也
・
上
野
友
愛
・
丹
羽
理
恵
子
編
『
不
滅
の
シ
ン
ボ
ル

鳳
凰
と
獅

子
』、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
六
月
、
八
六
頁

・
図

古
河
歴
史
博
物
館
編
『
天
変
地
異
と
世
紀
末

日
本
人
の
災
害
観
・
終
末
観
』

古
河
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
、
一
、
一
〇
頁

・
図

国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

享
保
四
年
本
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』
よ
り

・
図

、

、

東
京
国
立
博
物
館
編
『
江
戸
城
障
壁
画
の
下
絵

図
版
篇
』
第
一

法
規
出
版
社
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
、
一
〇
八
、
二
〇
〇
頁

・
図

筆
者
撮
影

注（
１
）
『
雲
笈
七
籤
』
巻
一
〇
〇
に
引
く
唐
の
王

の
『
軒
轅
本
紀
』
に
「
黄
帝
狩
東
至

海
、
登
桓
山
、
於
海
濱
得
白
澤
神
獣
、
能
言
達
於
萬
物
之
情
。
因
問
天
下
鬼
神

之
事
、
自
古
精
気
爲
物
、
遊
魂
爲
變
者
、
凡
萬
一
千
五
百
二
十
種
、
白
澤
言
之
、

帝
令
以
図
寫
之
、
以
示
天
下
。
帝
乃
作
祝
邪
之
文
以
祝
之
。」
と
あ
る
。

（
２
）
白
澤
の
捉
え
ら
れ
方
に
つ
い
て
は
、
熊
澤
美
弓
「
神
獣
「
白
澤
」
と
文
化
の
伝

播
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
年
報
』
第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
三

月
）、
佐
々
木
聡
『
復
元
白
澤
図
│
│
古
代
中
国
の
辟
邪
文
化
』（
白
澤
社
、
二

〇
一
七
年
一
月
）
に
詳
し
い
。

（
３
）
拙
論

岡
部
美
沙
子
「
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
龍
身
白
澤
図
像
の
伝
播
と
受
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容
│
西
安
戸
県
の
白
澤
像
を
中
心
に
│
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
十
号
、

二
〇
一
七
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（
４
）
服
部
幸
造
等
編
『
月
庵
酔
醒
記
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）
一
〇
三

頁

（
５
）
寺
社
の
装
飾
と
し
て
は
、
長
野
県
白
山
神
社
奥
社
の
扉
絵
の
装
飾
や
、
岩
手
県

塩
釜
神
社
の
燈
籠
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
旅
の
お
守
り
と
し
て
は
『
旅
行
用
心

集
』
や
『
和
漢
年
代
記
集
成
』
の
白
澤
の
図
が
、
病
除
け
の
お
守
り
と
し
て
は

『
安
政
午
秋
頃
痢
流
行
記
』
の
コ
レ
ラ
避
け
の
お
守
り
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ら
に
は
人
面
牛
身
の
白
澤
の
図
像
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戸
隠
神
社
で

は
「
白
澤
避
怪
図
」
を
配
布
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
熊
澤
美
弓
の
「
戸

隠
御
師
と
白
澤
（
怪
異
を
媒
介
す
る
も
の
）」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
八
七
、
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
五
年
八
月
）
や
「
白
澤
避
怪
図
を
広
め
る
人
々
│
山
岳
信
仰
と

白
澤
避
怪
図
│
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
化
財
研
究
所
紀
要
』
三
、
二
〇
一
七
年

三
月
）
に
詳
し
い
。

（
６
）
立
石
尚
之
は
「
白
澤
の
す
が
た
」（
大
島
建
彦
編
『
民
俗
と
こ
こ
ろ
』
岩
田
書

院
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
で
、
日
本
に
お
け
る
白
澤
図
像
を
「
人
面
牛
身
の
姿

を
し
た
も
の
」
と
「
瑞
獣
・
霊
獣
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
」
の
二
種
に
分
類
・

分
析
し
、「
瑞
獣
・
霊
獣
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
」
が
獅
子
型
の
白
澤
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
７
）
古
河
歴
史
博
物
館
特
別
展
図
録
『
天
変
地
異
と
世
紀
末
│
日
本
人
の
災
害
観
・

終
末
観
』（
古
河
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
、
一
〇
頁
）
で
は
件
と
白

澤
の
図
像
的
特
徴
が
似
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
、「
江
戸
時
代
の
人
々
は
、
さ

ら
に
こ
れ
を
件
と
混
同
し
て
い
た
よ
う
で
す
」
と
し
て
い
る
。
獏
と
の
混
同
に

つ
い
て
は
、『
禁
秘
鈔
考
証
』
で
白
居
易
の
「
獏
屏
賛
」
に
「
今
俗
謂
之
白
沢

云
々
」
と
し
て
、
獏
を
白
澤
と
い
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
近
松
語
彙
』
所
引

『
事
物
紺
珠
』
巻
二
八
に
白
澤
が
獏
の
一
名
と
し
て
出
て
い
る
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
目
黒
の
五
百
羅
漢
寺
に
あ
る
白
澤
の
像
は
「
獏
王
像
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

獏
と
混
同
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
８
）
河
野
元
昭
「
日
光
東
照
宮
と
狩
野
探
幽
」（『
日
光
東
照
宮
の
文
様
』
ふ
た
ば
書

房
、
一
九
八
〇
年
三
月
）
三
三
七
頁

（
９
）
『
日
光
東
照
宮
の
文
様
』（
ふ
た
ば
書
房
、
一
九
八
〇
年
三
月
）
で
は
図
３
の
白

色
獣
を
「
獅
子
図
」
と
し
て
い
る
。

（

）
高
藤
晴
俊
「
忘
れ
ら
れ
た
瑞
獣
・
獬
豸
│
そ
の
図
像
学
的
分
類
の
試
み
│
」（
文

星
芸
術
大
学
宇
都
宮
文
星
短
期
大
学
『
文
星
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
〇
年

三
月
）
や
熊
澤
美
弓
「
近
世
武
家
に
お
け
る
神
獣
白
澤
の
受
容
」（
愛
知
県
立
大

学
文
字
文
化
財
研
究
所
『
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
紀
要
』
二
、
二

〇
一
六
年
三
月
）
は
図
２
、
３
を
と
も
に
「
獬
豸
」
と
し
て
い
る
。

（

）
『
青
森
県
史
』
文
化
財
編
美
術
工
芸
（
青
森
県
史
編
さ
ん
文
化
財
部
会
、
二
〇
一

〇
年
九
月
）
で
獅
子
と
さ
れ
て
い
る
。

（

）
拝
殿
の
障
壁
画
制
作
は
探
幽
を
は
じ
め
と
す
る
狩
野
派
の
絵
師
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
い
る
が
、
図
６
の
竹
林
の
麒
麟
は
、
河
野
元
昭
「
日
光
東
照
宮
と
狩
野
探

幽
」（『
日
光
東
照
宮
の
装
飾
文
様
』、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
社
、
一
九
九
四
年
四

月
、
一
二
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
探
幽
直
筆
の
可
能
性
が
も
っ
と
も
高
い
と
し
て

い
る
。

（

）
『
不
滅
の
シ
ン
ボ
ル

鳳
凰
と
獅
子
』、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
六

月
、
一
一
七
頁
参
照
。

（

）
中
谷
伸
生
『
大
阪
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か

岡
倉
天
心
か
ら
東
ア
ジ
ア

美
術
史
の
構
想
へ
』、
醍
醐
書
房
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
五
八
頁
参
照
。

（

）
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
日
本
美
術
調
査
図
録
』
第
二
次
調
査
、
講
談
社
、
二
〇
〇
三

年
六
月
、
九
七
頁
参
照
。

（

）
鹿
児
島
市
立
美
術
館
編
『
木
村
探
元
展
│
近
世
薩
摩
画
壇
の
隆
盛
』、
鹿
児
島
市

立
美
術
館
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
、
五
二
頁
参
照
。

（

）
明
の
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
集
解
に
は
、「
獅
子
出
西
域
諸
国
。
状
如
虎
而
小
。

黄
色
。
亦
如
金
色
猱
狗
。
而
頭
大
尾
長
。
亦
有
青
色
者
。
銅
頭
鐵
額
。
鉤
爪
鋸

牙
。
弭
耳
昂
鼻
。
目
光
如
電
。
聲
吼
如
雷
。
有

髯
。
牡
者
尾
上
茸
毛
大
如
斗
。

日
走
五
百
里
。
為
毛
蟲
之
長
。」
と
あ
る
。

（

）
門
脇
む
つ
み
「
伝
狩
野
元
信
原
画
「
獣
尽
図
屛
風
模
本
」
と
狩
野
派
の
動
物
画
」

（『
國
華
』
第
一
三
九
六
号
、
國
華
社
、
二
〇
一
二
年
二
月
）
注
（
⒁
）
で
、
永

徳
の
唐
獅
子
が
『
本
草
綱
目
』
の
よ
う
な
記
載
に
基
づ
く
も
の
と
確
認
し
て
い

る
。
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（

）
『
日
本
屛
風
絵
集
成

第
一
六
巻

走
獣
画

龍
虎
・
猿
猴
』、
講
談
社
、
一
九

七
八
年
七
月
、
五
二
│
五
三
頁
参
照
。

（

）
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
虎
・
獅
子
・
ラ
イ
オ
ン
│
日
本
美
術
に
見
る
勇
猛

美
の
イ
メ
ー
ジ
』、
菊
葉
文
化
協
会
、
二
〇
一
〇
年
七
月
、
三
三
頁
参
照
。

（

）
前
掲
注
（

）『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
日
本
美
術
調
査
図
録
』
六
七
頁
参
照
。

（

）
内
山
淳
一
『
動
物
奇
想
天
外
江
戸
の
動
物
百
態
』、
青
幻
舎
、
二
〇
〇
八
年
四

月
、
八
八
頁
参
照
。

（

）
前
掲
注
（

）『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
日
本
美
術
調
査
図
録
』
九
〇
頁
参
照
。

（

）
『
三
才
図
会
』
鳥
獣
巻
三
の
獬
豸
の
項
に
は
「
東
望
山
有
獬
豸
者
神
獣
也
。
堯
前

有
之
能
觸
邪
状
如
羊
一
角
四
足
。
王
者
獄
訟
平
則
至
。
御
史
臺
故
事
云
御
法
冠

一
名
獬
神
羊
也
、
有
一
角
楚
王
嘗
獲
。」
と
あ
る
。
獬
豸
に
つ
い
て
は
、
高
藤
晴

俊
「
忘
れ
ら
れ
た
瑞
獣
・
獬
豸
│
そ
の
図
像
学
的
分
類
の
試
み
│
」（
文
星
芸
術

大
学
宇
都
宮
文
星
短
期
大
学
『
文
星
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）

及
び
、
熊
澤
美
弓
「
近
世
武
家
に
お
け
る
神
獣
白
澤
の
受
容
」（
愛
知
県
立
大
学

文
字
文
化
財
研
究
所
『
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
紀
要
』
二
、
二
〇

一
六
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（

）
前
掲
注
（

）
高
藤
晴
俊
「
忘
れ
ら
れ
た
瑞
獣
・
獬
豸
│
そ
の
図
像
学
的
分
類

の
試
み
│
」
及
び
、
前
掲
注
（

）、
門
脇
む
つ
み
「
伝
狩
野
元
信
原
画
「
獣
尽

図
屛
風
模
本
」
と
狩
野
派
の
動
物
画
」

（

）
前
掲
注
（

）
熊
澤
美
弓
「
近
世
武
家
に
お
け
る
神
獣
白
澤
の
受
容
」

（

）
日
光
二
社
一
寺
文
化
財
保
存
委
員
会
『
国
宝
東
照
宮
本
殿
・
石
之
間
・
拝
殿
修

理
工
事
報
告
書
』（
一
九
六
七
年
三
月
）
所
引
『
宝
暦
三
酉
年
御
宮
並
御
脇
堂
社

結
構
書
』

（

）
伊
藤
清
司
監
修
『
怪
奇
鳥
獣
図
巻
』、
工
作
舎
、
二
〇
〇
一
年
一
月

（

）
玉
虫
敏
子
は
「
十
二
霊
獣
図
巻
」（『
國
華
』
國
華
社
、
一
九
九
八
年
五
月
）
で
、

「
十
二
霊
獣
図
巻
」
の
成
立
を
、
作
画
技
法
の
特
徴
な
ど
か
ら
室
町
時
代
末
期
、

一
六
世
紀
中
葉
と
み
て
い
る
。

（

）
こ
の
他
、『
三
才
図
会
』
を
模
し
た
も
の
に
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
白
澤
が
あ

る
。

（

）
尚
信
の
白
澤
の
獅
子
的
な
容
貌
に
つ
い
て
は
、
板
橋
区
立
美
術
館
の
『
探
幽
３

兄
弟
展

狩
野
探
幽
・
尚
信
・
安
信
』
図
録
（
板
橋
区
立
美
術
館
、
二
〇
一
四

年
二
月
）
の
作
品
解
説
に
お
い
て
、
佐
々
木
英
理
子
が
「
尚
信
の
白
澤
の
顔
つ

き
は
、
永
徳
「
唐
獅
子
図
屛
風
」
な
ど
に
描
か
れ
た
唐
獅
子
の
型
を
参
照
し
た

も
の
と
み
ら
れ
、
目
や
鼻
孔
に
濃
墨
を
加
え
て
力
強
さ
を
出
し
て
い
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
。

（

）
石
田
佳
也
・
上
野
友
愛
・
丹
羽
理
恵
子
編
『
不
滅
の
シ
ン
ボ
ル

鳳
凰
と
獅

子
』、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
六
月
、
八
六
頁

（

）
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
『
動
物
表
現
の
系
譜
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
一
九
九

八
年
一
月
）
参
照
。

（

）
前
掲
注
（

）
門
脇
む
つ
み
「
伝
狩
野
元
信
原
画
「
獣
尽
図
屛
風
模
本
」
と
狩

野
派
の
動
物
画
」
一
七
頁

（

）
京
都
国
立
博
物
館
編
『
没
後
一
〇
〇
年
記
念
特
別
展
覧
会

狩
野
芳
崖
│
近
代

日
本
画
の
先
駆
者
│
』（
京
都
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
二
月
）
参
照
。

（

）
狩
野
尚
信
の
白
澤
は
角
が
二
本
で
あ
る
の
に
対
し
、
東
京
藝
術
大
学
蔵
の
白
澤

図
屛
風
で
は
角
は
一
本
で
あ
る
。

（

）
武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
十
二
月
、
三
六
│

三
七
頁
、
四
七
頁

（

）
安
村
敏
信
「
粉
本
と
模
写

江
戸
狩
野
派
の
場
合
」（『
日
本
の
美
学
』
一
三
、

一
九
八
九
年
）、
三
一
頁

（

）
前
掲
注
（

）
武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
』
二
三
七
頁

（

）
前
掲
注
（

）
武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
』
二
三
七
│
二
三
八
頁

（

）
福
岡
県
立
美
術
館
編
『
尾
形
家
絵
画
資
料

図
版
』、
日
本
文
化
協
会
、
一
九
八

六
年

（

）
福
岡
県
立
美
術
館
編
『
尾
形
家
絵
画
資
料

目
録
』、
日
本
文
化
協
会
、
一
九
八

六
年

（

）
前
掲
注
（
２
）
熊
澤
美
弓
「
神
獣
「
白
澤
」
と
文
化
の
伝
播
」
や
、
同
「
戸
隠

御
師
と
白
澤
（
怪
異
を
媒
介
す
る
も
の
）」
な
ど
、
日
本
国
内
で
の
人
面
牛
身
白

澤
図
像
の
伝
播
に
つ
い
て
は
熊
澤
の
各
論
に
詳
し
い
。

（

）
牛
身
の
発
生
地
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
２
）、
佐
々
木
聡
『
復
元
白
澤
図
│
│

古
代
中
国
の
辟
邪
文
化
』
や
拙
論
「
白
澤
研
究
の
現
状
と
課
題
」（『
史
泉
』
一
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一
五
号
、
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
、
二
〇
一
二
年
一
月
）
を
ご
参
照
い
た

だ
き
た
い
。

（

）
鳥
山
石
燕
『
今
昔
百
鬼
拾
遺
』（『
鳥
山
石
燕

画
図
百
鬼
夜
行
全
画
集
』、
角
川

書
店
、
二
〇
〇
五
年
七
月
）
参
照
。

（

）
葛
飾
北
斎
『
北
斎
漫
画
』（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
八
六
年
一
一
月
）
参
照
。

（

）M
IH
O
M
U
SEU

M

編
『
若
冲
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』（M

IH
O
M
U
SEU

M

、
二
〇

〇
九
年
九
月
）
参
照
。

（

）
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
特
別
展
図
録
『
増
上
寺
秘
蔵
の
仏
画

五
百
羅
漢

幕
末
の
絵
師

狩
野
一
信
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（

）
狩
野
博
幸
・
湯
本
豪
一
『
日
本
の
図
像

神
獣
霊
獣
』（
ピ
エ
・
ブ
ッ
ク
ス
、
二

〇
一
〇
年
四
月
）
参
照
。

（

）
前
掲
注
（

）
門
脇
む
つ
み
「
伝
狩
野
元
信
原
画
「
獣
尽
図
屛
風
模
本
」
と
狩

野
派
の
動
物
画
」

（

）
前
掲
注
（

）
門
脇
む
つ
み
「
伝
狩
野
元
信
原
画
「
獣
尽
図
屛
風
模
本
」
と
狩

野
派
の
動
物
画
」
掲
載
図
参
照
。

（

）
『
美
術
史
』
の
査
読
に
お
い
て
、
狩
野
派
合
作
の
雑
画
巻
中
の
白
澤
図
や
、「
群

獣
図
巻
」
中
の
獬
豸
は
、
い
ず
れ
も
狩
野
益
信
が
画
巻
に
描
い
て
い
る
と
の
ご

指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
こ
う
し
た
未
見
の
資
料
も
含
め
、
よ
り
正
確
な
考
察
が

行
え
る
よ
う
、
さ
ら
に
多
く
の
事
例
を
探
し
、
検
討
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

（

）
河
野
元
昭
「
日
光
東
照
宮
と
狩
野
探
幽
」（『
日
光
東
照
宮
の
装
飾
文
様
』、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
社
、
一
九
九
四
年
四
月
）、
一
二
九
頁
。

（

）
武
田
恒
夫
『
近
世
初
期
障
壁
画
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
二

月
）、
同
『
近
世
初
期
障
壁
画
の
研
究

図
版
篇
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三

年
二
月
）、
榊
原
悟
『
狩
野
探
幽

御
用
絵
師
の
肖
像
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一

四
年
六
月
）
等
参
照
。

（

）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
江
戸
城
障
壁
画
の
下
絵

本
文
篇
』（
第
一
法
規
出
版

社
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
）
及
び
同
『
江
戸
城
障
壁
画
の
下
絵

図
版
篇
』（
第

一
法
規
出
版
社
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
）
一
〇
八
頁
、
二
〇
〇
頁
。

（

）
京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図
』
下
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
一
年
五
月
、

一
五
七
頁
。

（

）
山
澤
学
『
日
光
東
照
宮
の
成
立
│
近
世
日
光
山
の
「
荘
厳
」
と
祭
祀
・
組
織

│
』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
二
月
。

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
の
美
術
史
学
会
西
支
部
例
会
で
発
表
し
た
も
の
を
改
稿

し
た
も
の
で
あ
る
。

（
関
西
大
学
史
学
地
理
学
会

会
員
）
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